


犬歯、八重歯、糸切り歯…
皆さんはどれか一つでも聞
いたことがありますか？実
はこれらはすべて同じ歯を
指しています。

見た目の件はさておき、犬歯に関して重要なのはその役
割です。実は、犬歯は歯の中でも最も根っこが長く丈夫
な歯で、比較的最後まで残ることが多い歯です。糸切り
歯とも呼ばれるように、するどい先端で食べ物を噛み切
るためでもありますが、もうひとつ重要な役割がありま
す。それは「犬歯誘導(けんしゆうどう)」と呼ばれる、
かみ合わせ上の役割です。

ちょっとした実験をしてみましょう。まず、そっと上
下の歯をかみ合わせてください。そこから力を抜いて
下顎を左か右のどちらか一方にゆっくり大きく動かし
てみてください。すると、犬歯に当たって奥歯に隙間
ができてきませんか？これが「犬歯誘導」です。

歯はもともと横の動きには強くありません。そのため、
とても丈夫な犬歯を支えにして、奥歯の横方向の動き
にはあえてかみ合わせないようなシステムになってい
るのです。奥が深いですよね…。

「八重歯」＝「悪魔の歯」

最後まで残る丈夫な歯

試してみよう！ちゃんと隙間ができますか？

一番の対処法は…

直接麻酔をしていません
意外に思われるかもしれませんが、麻酔は直接歯にして
いるわけではありません。歯ぐきや粘膜に麻酔薬を入れ
て、それが少しずつ骨の内部に浸透し、やがて歯の神経
まで至ることで効き目があらわれます。つまり、右の3
つのようにこの浸透の途中でなんらかの「邪魔」が入る
と、麻酔の効きが悪くなってしまうのです。

下の奥歯がかなり痛み、腫れや膿がある。こんな場合は
麻酔が効きにくい可能性が十分にあります。麻酔をしっ
かり効かせるための一番の対処法、それは、痛みや腫れ
がひどくなる前に早期に治療をすることです。少しでも
痛みを感じたら、早目にいらしてくださいね！

歯科治療ではどうしても痛みが避
けられないことがあります。そこ
でとても重要になるのが「麻酔」
です。しかし、「麻酔をしたけどな
かなか効かなかった」という方が
いらっしゃるように効きには違い
があります。これはいったい何故
なのでしょうか？

この犬歯は正面からみて3
番目の歯。上下あわせて4本ありますが、特に写真の
ように上の方に生えてしまったものが一般的に「八重
歯」と呼ばれるものです。日本では「八重歯はかわいい」
と言われることもありますが、実は欧米では「悪魔の歯」
とも言われ、イメージはよくありません。海外でお仕
事をされるような方でイメージが大切な方は注意が必
要かもしれませんね。
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そのように考えると八重歯などで犬歯が正しい位置に
ない場合は、見た目も大切ですがむしろかみ合わせが
心配です。先ほどの実験で奥歯に隙間ができない場合
は、どこかに無理な負担がかかっている可能性もあり
ます。気になる方はぜひ一度ご相談ください。

麻酔が効 きに く ケー スい

やっかいなことに、痛みがひどい＝炎症が
強いほど麻酔は効きにくくなります。麻酔
は周囲のph（ペーハー：酸性かアルカリ
性かの度合い）によって効きが左右されま
すが、炎症を起こすと酸性に傾くため、麻
酔が効きにくくなってしまいます。

痛みがある(炎症がある)痛みがある(炎症がある)痛みがある(炎症がある)痛みがある(炎症がある)

膿も麻酔の効きを悪くさせる原因となりま
す。また、腫れたところや膿がたまったと
ころに麻酔をすると、余計に腫れがひどく
なって痛みが増してしまいます。
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骨がしっかりしていると、その分麻酔が浸
透しづらいため効きも悪くなります。特に
下の奥歯は普通の方でも骨が厚く、麻酔が
効きにくいケースが多くあります。

酔が浸
特に
麻酔が

下の奥歯や骨格がしっかりしている下の奥歯や骨格がしっかりしている下の奥歯や骨格がしっかりしている下の奥歯や骨格がしっかりしている

体質のせい？症状の違い？治療箇所？体質のせい？症状の違い？治療箇所？

麻酔が効きにくいのはどんな時？麻酔が効きにくいのはどんな時？麻酔が効きにくいのはどんな時？麻酔が効きにくいのはどんな時？

クロスワードパズル

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

犬歯
しっかりあたっていると
顎が動かしやすい

犬歯誘導の仕組み

があたることで
ができる !!

犬歯
奥歯に隙間

の歯？？の歯？？の歯？？悪魔悪魔悪魔一番丈夫な歯は一番丈夫な歯は一番丈夫な歯は誰かに言いたくなる豆知識!誰かに言いたくなる豆知識!

「犬歯」「犬歯」「犬歯」の大切な役割についての大切な役割についての大切な役割について






	1p
	2p
	3p
	4p

